
江
藤
新
平
。

本
当
に
す
ご
い
ん
で
す
、

天保5年（1834年）、佐賀藩士・江藤家の第21代として生
まれ、嘉永2年（1849年）藩校・弘道館に入学。文久2年
（1862年）に脱藩上京して尊攘勢力に接近するも失望し帰
藩、永蟄居となる。慶応3年（1867年）幕末の激変で許され
出京して、明治元年（1868年）に新政府より東征大総督府軍
監・徴士に任命され、江戸鎮台判事、鎮将府判事、会計官判事と
して江戸の民政行政に携わり、江戸奠都論（東京奠都）を建
議する。明治2年（1869年）に帰藩し佐賀藩・権大参事とし
て藩政改革を指導したのち、太政官中弁として政府に復帰
した。翌年、制度取調専務となり新政府の官制改革案の策定
に指導的役割を果たし、民法会議を主宰して民法典編纂事
業を行い、最初の民法草案官僚として卓越した見識を持
つ。明治4年（1871年）の廃藩置県後、文部大輔、左院一等
議員、左院副議長を経て、初代・司法卿に就任し、司法権統
一、司法と行政の分離、裁判所の設置、検事・弁護士制度の
導入など、司法改革に力を注ぎ、日本近代の司法制度の基
礎を築いた。明治6年（1873年）に参議に転出し太政官・
正院の権限強化を図った。同年、征韓論争に敗れて辞職。
翌年に民撰議院設立建白書に署名する。帰郷後は佐賀の
乱の指導者に推され、征韓党を率いて政府軍と戦うが敗れ
る。天保5年（1834年）、佐賀藩士・江藤家の第21代として
生まれ、嘉永2年（1849年）藩校・弘道館に入学。文久2年
（1862年）に脱藩上京して尊攘勢力に接近するも失望し帰
藩、永蟄居となる。慶応3年（1867年）幕末の激変で許され
出京して、明治元年（1868年）に新政府より東征大総督府軍
監・徴士に任命され、江戸鎮



本当にすごいんです、江藤新平。

　定説では、「佐賀の乱（佐賀戦争）」は、明治７
(1874)年２月に「江藤が佐賀で起こした士族反
乱」と位置付けられてきました。
　しかし、江藤は本当に自らの意思で「反乱」を起こ
したのでしょうか。
　江藤は、佐賀戦争のたった１か月前、副島種臣
(佐賀)、後藤象二郎(高知)、板垣退助(高知)らとと
もに、基本的人権と人民の自立を目指す、日本初の
近代政党「愛国公党」を結成しました。
　そして、国民が選んだ議員による国会開設を求め
る「民撰議院設立建白書」を公表し、一部の権力者
が政権を運営する現政権の体制を痛烈に批判しま
した。
　その翌日、江藤は東京を離れ、佐賀に帰郷します
が、それは、政府への不平不満を募らせて、不穏な
空気が高まっていた佐賀の士族を説得し、騒動を収
めることが目的であったと考えられています。
　しかし、江藤帰郷の翌日に、明治政府NO.2の岩
倉具視が高知県士族に暗殺されかけるなど、士族
の動向に過敏になっていた政府は、江藤の帰郷を
危険視しました。
(一方の江藤はと言えば、一旦佐賀に入ったものの、
今は説得が難しいと考えたのか、長崎の親戚宅に
移動し、静養、舟遊びを楽しむこともあったようで
す。)
　そして、江藤が長崎で過ごしていた明治７

◎佐賀戦争とは◎江藤新平の歩んだ道
（1874）年２月３日、福岡県庁（当時は国の機関）か
ら内務省（警察・地方行政等を管轄する国の機関。
トップは大久保利通）に「佐賀県下不穏」を伝える電
報が届くと、すかさず政府は翌４日に「出兵命令」を
出し、新任の佐賀県権令(国の官僚)岩村高俊を、
軍隊帯同で佐賀県に赴任させることとしました。
　この実力行使を前提としたような異常なやり方に
挑発されて佐賀の士族は決起し、結果、２月12日に
佐賀入りした江藤は、首領に担ぎ上げられたと言わ
れています。
　ここで重要なのは、政府が出兵を決定した２月４
日の時点では、江藤は佐賀の士族と合流すらしてい
なかったということです。
　このことについて、明治大正期の歴史家・久米邦
武は、明治44(1911)年６月20日の佐賀新聞に「佐
賀事変の如きは、全く江藤君の与らぬ所で、海嘯
(津波)にさらわれたようなものである。」と述べ、ま
た、歴史家の大久保利謙氏(大久保利通の孫)は、
自身の論文中で「佐賀征韓党(江藤を指導者とした
団体)としては、全く政府から売られた決起であっ
た。」と述べています。
　つまり、江藤は「国会開設」による体制変更を目指
していた真っ最中であり、武力蜂起による解決を想
定して動いていませんでした。また、政府から一方的
に戦争を仕掛けられた佐賀士族には、自衛の戦い
以外に選択の余地はなかったのです。

四民平等を推進
江藤新平は、四民平等という一貫した信条
を持ち続け、教育や職業選択、裁判など
様々な分野で身分差別の解消を実践。

三権分立を提言
江藤新平は、立法と行政、そして司法がそれぞれ
独立する事によって権力の濫用を防ぎ、国民の権
利と自由を保障する「三権分立」の仕組みを提言。

中央集権と地方自治
江藤新平は、それまでの封建制から脱却し、
中央集権とともに地方自治の観念を提示する
など先進的な国家整備構想を提言しました。

議会制度の導入と
立法権の独立

江藤新平の提言によって、立法を司る
「左院」（議員立法機関）が設立され立法
権の独立を実現させました。

憲法、民法の制定に着手
江藤新平は、国法（憲法）制定の必要性を提言し、さ
らに民法制定を「天下第一の急務」と力説し、編纂を
行いました。

国家予算の公開
江藤新平は、国家財政の方針を整え、公平な課税の
仕組み、予算の公表などの方針を立てました（『政府
急務十五条』）。今では予算の公開は常識となってい
ますが、そのきっかけを作ったのは江藤だったのです。

東京奠都
を提言

江藤新平は、大木喬任とと
もに、江戸を「東京」として
新たな都をおくことをいち
早く提言。

てん  と

国民皆教育制度の導入
江藤新平は、国家が全国民の教育に積極的に責任を
負う方針を明示。江藤の親友で後任者として文部行
政を引き継いだ大木喬任の下で制度化。

かい

司法権の確立
江藤新平は、司法省の初代長官となり、『司法職務定制』
を定め、これまで府県の権限でバラバラに行われてきた
裁判事務を司法省に統一するとともに、全国への裁判所
設置や判事・検事・代言人（弁護士）制度の導入など、「人
民の権利」の保護のための司法権を確立。
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『図海策』を
執筆

佐賀を脱藩し、京都へ

佐賀へ帰藩。永蟄居
（無期限謹慎処分）に

現在の
佐賀市八戸で
生まれる

藩校・
弘道館に
入校

学生なのに世界情勢を踏まえた
先進的な開国策を提言！

戊辰戦争後の東日本の情勢安定のため、
江戸を「東の京（首都）」にしちゃおう！

在任期間たった17日で、国民皆教育
などの方向性を確定！実現は親友の
大木喬任に任せて次のお仕事へGo！

就任３か月で全108条の大作を制定！
日本史上初めて司法における
「人民の権利」と「法の下の平等」が制度化

司法卿辞表提出

参議に就任

参議を辞任
（明治六年政変）

佐賀に帰郷

正四位追贈佐賀県権令
岩村高俊着任

高知県甲浦で
捕縛

佐賀にて刑死

佐賀戦争勃発

内乱罪の消滅

文部大輔 就任
左院副議長 就任

憲法・民法制定
検討会議開催

司法卿就任
「司法職務定制」制定
・府県の権限だった裁判事務の司法省への統一
・判事、検事、代言人（弁護士）制度の導入
・裁判所の設置

司法省を設置
（司法権の独立）

東京奠都建白

国政の基本方針
（三権分立）策定

てんと

脱藩は本来死刑のとこ
ろ、藩主直正公が「いつ
か役に立つ人物だから
殺しちゃダメ」と、無期
限謹慎に軽減

大蔵省の予算削減に抗議した全長３ｍの
辞表。「国民の安心のための司法の安定」
を胸アツに語ったもの。辞表は却下され、
予算ゲット！

後の議会制につながる「立法
機関」のNO.2に。人民の平等
や職業選択の自由などを決定

国を治めるためには「立法」「行政」「司
法」の３つが独立していることが超重要！

いわゆる「征韓論」（対朝鮮外交官として、
西郷を派遣するか否か）に係る対立から、
西郷、板垣、江藤、後藤、副島が辞任

佐賀戦争から15年後も経って、ようやく
大日本帝国憲法発布に伴う大赦により
内乱の罪がゆるされたんだ

佐賀の士族を説得し、騒動を収める
ために帰郷。ただ、「こりゃ手が付け
られん（汗）」と、すぐに長崎に移動
し、しばらく静観の構え。

佐賀県を治めるために赴
任してくる中央官僚が、
軍隊を引き連れてくると
いう暴挙。最初から実力
行使する気満々…

内乱罪の消滅からさらに
2７年後、ようやく名誉回
復。それでも「士族反乱の
首謀者」といった不公平
な評価が残ったまま…

武力行使を前提に動いていた政府
に対しやむなく、「ふるさと佐賀」の
防衛のために立ち上がることに。

裁判手続の適正さに多くの疑問があっ
たと言われているよ。人民のために公平
な司法制度を整えたはずの江藤の最後
がこれって、なんて悲しい…

予算をめぐる混乱収拾のため、政府の
最高幹部（７人）に就任。ちなみに、７人中
３人は佐賀出身！（江藤、大木、大隈）

［問い合わせ先］ 佐賀県 文化課 TEL0952-25-7236/FAX0952-25-7179


